
熱中症対策 

競技は下記指針に基づき取り組むこととする（WBGT31℃原則中止）。但し

運営上、中止が困難なとき次の対応策を講じ競技を行う場合がある。    

１開始時間を早め、危険指数に達する時間帯を避ける 

２給水タイムを設ける  

３守備時間が２０分を超えるような場合は、試合を中断し給水タイムを設け

休息させる 

４役員・審判員・指導者・保護者は、常に選手の状態に気を配るとともに、

選手の異常を感じたときは、試合を中断し適正な処置を講じる 

５ベンチに給水等サポート要員を入れるなど、安全対策を最優先した競技運

営に努める 

 


